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四
月
初
旬
、
桜
満
開
の
東
京
を
離
れ
て
、
中

国
上
海
に
行
っ
て
き
た
。
上
海
に
あ
る
復
旦
大

学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
の
日
中
国
際
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
経
済
現
代
化
に
お
け
る
日
本
政
府

の
役
割
」
に
出
席
・
報
告
す
る
た
め
で
あ
る
。

上
海
・
無
錫
な
ど
で
の
「
社
会
主
義
市
場
経

済
」
へ
の
激
動
を
目
撃
で
き
た
。

そ
れ
は
、
巨
大
な
商
品
経
済
化
・
工
業
化
の

う
ね
り
だ
っ
た
。
上
海
の
繁
華
街
南
京
東
路
に

は
モ
ノ
が
溢
れ
、
日
本
の
電
器
製
品
も
香
港
の

化
粧
品
も
パ
リ
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
ブ
ラ
ン
ド

ネ
ー
ム
抜
き
商
品
も
、
カ
ラ
フ
ル
に
山
積
み
さ

れ
て
い
た
。
八
九
年
以
前
の
ソ
連
・
東
欧
に
見

ら
れ
た
モ
ノ
不
足
や
行
列
は
な
い
。
そ
の
代
わ

り
に
、
溢
れ
る
ば
か
り
の
人
と
自
転
車
の
群
れ

が
、
朝
早
く
か
ら
夜
一
○
時
の
閉
店
ま
で
続
く
。

自
転
車
の
群
れ
の
な
か
に
、
ク
ル
マ
が
ク
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら
突
進
す
る
。
日
本
で

の
市
民
向
け
講
演
で
、
中
国
や
イ
ン
ド
が
ク
ル

マ
社
会
に
な
っ
た
ら
地
球
生
態
系
は
ど
う
な
る

か
と
訴
え
て
き
た
が
、
大
都
市
に
限
っ
て
言
え

ば
、
す
で
に
自
転
車
社
会
か
ら
ク
ル
マ
社
会
へ

の
移
行
は
現
実
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
人
々
の
顔
は
明
る
い
。
活
力
が
あ

る
。
東
ベ
ル
リ
ン
や
プ
ラ
ハ
で
見
た
あ
の
憂
鯵

は
な
い
。
も
っ
と
も
外
国
人
と
「
内
地
」
か
ら

の
お
の
ぼ
り
ざ
ん
用
繁
華
街
を
離
れ
て
、
人
民

公
園
か
ら
豫
園
へ
と
地
元
の
商
店
や
市
場
を
覗

く
と
、
そ
の
活
気
は
、
話
に
聞
く
敗
戦
直
後
の

新
宿
闇
市
や
、
メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
で
見
た
革
命

広
場
周
辺
の
雑
踏
に
近
い
。
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

肉
や
野
菜
、
原
色
の
生
地
や
ボ
タ
ン
、
す
ぐ
に

壊
れ
そ
う
な
玩
具
、
一
回
洗
濯
し
た
ら
脱
色
し

そ
う
な
シ
ャ
ツ
や
ブ
ラ
ウ
ス
の
山
と
人
の
群
れ

だ
。年

経
済
成
長
率
五
○
％
と
い
う
「
現
代
化
」

が
進
む
無
錫
か
ら
、
バ
ス
で
江
陰
を
訪
ね
る
。

か
つ
て
の
万
元
戸
が
今
は
十
万
元
戸
・
百
万
元

戸
に
な
っ
た
モ
デ
ル
農
村
だ
。
村
営
郷
鎮
企
業

の
繁
栄
を
も
と
に
、
テ
レ
ビ
・
ベ
ッ
ト
ル
ー
ム

・
応
接
セ
ッ
ト
つ
き
三
階
建
て
住
宅
が
並
ぶ
。

松
下
電
器
と
の
合
併
公
司
が
作
っ
た
ヒ
ッ
ト
洗

濯
機
愛
妻
号
も
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
の
自

家
用
車
も
あ
る
。
手
作
り
で
歓
待
さ
れ
た
郷
土

料
理
の
品
数
は
、
上
海
の
豪
華
な
飯
店
の
回
転

テ
ー
ブ
ル
に
匹
敵
す
る
。
だ
が
村
の
繁
栄
は
、

村
人
だ
け
で
は
維
持
で
き
な
い
。
周
辺
の
村
か

ら
労
働
力
を
導
入
し
て
工
場
を
動
か
し
、
揚
子

江
を
下
っ
て
外
国
ま
で
輸
出
す
る
。
当
然
地
域

格
差
は
拡
大
す
る
。
村
が
そ
の
ま
ま
多
国
籍
企

業
に
な
っ
た
か
た
ち
だ
。

バ
ス
の
往
復
で
は
、
毎
日
交
通
事
故
を
目
撃

す
る
。
交
通
事
故
の
死
者
は
ど
の
く
ら
い
に
な

る
の
か
、
統
計
も
整
っ
て
い
な
い
。
労
働
災
害

ク
ル
マ
社
会
へ
突
進
す
る
中
国
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哲
郎
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も
起
こ
る
の
が
当
た
り
前
だ
。
溢
れ
る
人
間
は

労
働
力
商
品
だ
。
い
く
ら
で
も
「
内
地
」
か
ら

都
市
へ
と
流
入
し
て
来
る
。
大
都
市
の
駅
前
は

大
き
な
荷
物
を
抱
え
た
人
々
で
溢
れ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
レ
ス
の
比
で
は
な
い
。

イ
ン
フ
レ
率
も
一
五
％
。
こ
の
国
で
は
い
ま
、

二
億
の
人
々
の
壮
大
な
移
民
・
難
民
化
が
進

行
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
る
。

上
海
郊
外
浦
東
地
区
は
、
自
由
貿
易
区
を
含

む
工
業
団
地
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
突
貫
工
事
の
真

っ
最
中
で
あ
る
。
空
気
は
汚
い
。
ク
レ
ー
ン
で

の
ビ
ル
建
築
の
隣
に
、
駕
籠
を
か
つ
ぎ
レ
ン
ガ

を
一
つ
一
つ
積
み
上
げ
て
い
く
伝
統
的
工
法
の

住
居
づ
く
り
、
そ
の
近
く
で
は
竹
で
組
ん
だ
足

場
の
上
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
む
商
店

づ
く
り
。
プ
レ
・
フ
ォ
ー
ド
主
義
と
初
期
フ
ォ

ー
ド
主
義
と
後
期
フ
ォ
ー
ド
主
義
が
共
存
し
て

い
る
が
、
私
た
ち
が
案
内
さ
れ
る
通
り
か
ら
一

本
離
れ
る
と
、
プ
レ
な
い
し
封
建
の
様
相
が
圧

倒
的
で
あ
る
。
黄
浦
江
か
ら
揚
子
江
へ
の
川
下

り
で
見
た
も
の
は
、
両
岸
に
連
な
る
工
場
の
列
、

商
船
・
タ
グ
ボ
ー
ト
・
軍
船
で
ぎ
っ
し
り
の
波

止
場
。
軍
事
基
地
だ
け
は
写
真
撮
影
禁
止
。
公

害
と
環
境
破
壊
は
す
で
に
深
刻
だ
。
川
烏
も
力

モ
メ
も
見
え
な
い
。
環
境
規
制
な
ど
本
当
に
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
？

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
私
の
報
告
は
、
一
○
日

前
の
日
韓
連
帯
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
使
っ
た

「
過
労
死
と
サ
ー
ビ
ス
残
業
の
政
治
学
」
（
要
旨

は
本
誌
六
月
号
、
詳
し
く
は
平
田
清
明
他
『
現
代

市
民
社
会
と
企
業
国
家
』
御
茶
の
水
書
房
、
近

刊
）
。
会
議
全
体
の
ト
ー
ン
は
日
本
領
事
館
の

ア
タ
ッ
シ
ュ
が
臆
面
も
な
く
述
べ
た
「
社
会
主

義
市
場
経
済
化
の
た
め
に
日
本
の
官
僚
主
導
型

経
済
成
長
・
産
業
政
策
か
ら
多
い
に
学
ん
で
も

ら
い
た
い
」
で
あ
る
。
だ
か
ら
私
の
報
告
は
主

催
者
側
を
狼
狽
さ
せ
、
中
国
の
日
本
研
究
者
・

学
生
を
驚
か
せ
た
。
そ
の
主
催
者
側
の
意
を
受

け
て
、
日
本
人
出
席
者
の
な
か
か
ら
高
名
な
経

済
学
者
が
立
ち
、
「
日
本
の
過
労
死
は
労
働
が

疎
外
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
起
こ
る
。
中
国
に
い

ま
必
要
な
の
は
過
労
死
す
る
ほ
ど
働
く
こ
と

だ
」
と
火
消
し
に
回
る
。

一
昔
前
の
文
革
期
に
訪
中
し
た
日
本
の
学
者

た
ち
は
、
文
革
を
礼
賛
し
日
本
政
府
を
非
難
し

た
そ
う
だ
。
攻
守
は
変
わ
っ
て
も
、
国
際
交
流

の
仕
方
は
同
じ
な
よ
う
だ
。
こ
こ
で
は
日
本
の

高
度
成
長
を
讃
え
政
府
主
導
の
産
業
政
策
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
教
え
こ
む
こ
と
が
重
要
で
、
労
働
政

策
や
環
境
政
策
・
都
市
問
題
を
紹
介
し
て
は
い

け
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
ん
な
雰
囲
気
の
な
か

で
は
、
政
治
の
民
主
化
や
一
党
独
裁
は
タ
ブ
ー

で
あ
る
。
「
誰
が
支
配
し
て
い
る
か
」
を
抜
き

に
政
府
主
導
の
産
業
化
の
討
論
が
続
く
。
開
発

独
裁
と
い
う
言
葉
が
浮
か
ぶ
。
公
式
の
会
議
そ

の
も
の
は
、
学
ぶ
と
こ
ろ
少
な
か
っ
た
。

こ
れ
ま
で
八
時
間
労
働
だ
っ
た
国
に
、
セ
カ

ン
ド
・
ジ
ョ
ブ
が
広
が
っ
て
い
る
。
中
国
も
公

害
・
過
労
死
社
会
に
突
き
進
ん
で
い
る
。
私
は

過
労
死
と
い
う
言
葉
を
中
国
語
に
訳
さ
せ
た
だ

け
で
満
足
す
る
こ
と
に
し
た
。
だ
が
経
済
の
市

場
化
は
、
確
実
に
情
報
公
開
と
政
治
の
民
主
化

志
向
を
も
強
め
て
い
る
。
会
議
の
合
間
の
宴
席

で
、
近
隣
見
学
旅
行
の
旅
先
で
、
中
国
の
若
い

研
究
者
た
ち
は
日
本
政
治
の
実
際
と
経
済
成
長

の
陰
に
も
質
問
を
浴
び
せ
た
。
「
企
業
国
家
と

福
祉
国
家
の
違
い
」
と
か
「
中
国
に
お
け
る
市

民
社
会
の
可
能
性
」
と
か
。
こ
こ
に
む
し
ろ
中

国
社
会
の
希
望
が
あ
る
の
で
は
、
と
感
じ
き
せ

る
旅
だ
っ
た
。

【
か
と
う
・
て
つ
ろ
う
】
一
橋
大
教
授
（
政
治
学
）
。

【国際ネットワーク】
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